
で
す
。
こ
の
状
況
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
に
は
、
定
住
で
き
る
環

境
の
整
備
や
ま
ち
の
魅
力
の
向
上

に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
状
況

　　
「
生
活
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
は
、
牛

窓
地
域
内
で
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

運
行
を
実
施
す
る
運
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

７
月
か
ら
の
運
行
に
向
け
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
乗
車
券
、
停
留

所
マ
ッ
プ
作
成
な
ど
の
業
務
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
「
新
図
書
館
整
備
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
は
、
平
成

24
年
３
月
末
に
は
「
基
本
計
画
」

の
策
定
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
中
央
公
民
館
北
側
の
邑

※

久
郷
土
資
料
館
を
解
体
し
、
そ
の

跡
地
を
含
め
た
用
地
に
新
図
書
館

を
建
設
す
る
こ
と
で
、
中
央
公
民

館
と
の
一
体
的
な
整
備
を
図
り
、

生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
ご
み
30
％
減
量
作
戦
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
は
、「
ご

み
30
％
減
量
」
の
目
標
達
成
は
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
新
た

な
施
策
の
展
開
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
機
構
改
革

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
は
、
防

　
平
成
24
年
度
当
初
予
算
（
案
）

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
歳
入
で
は
、
市
税
は
個
人

市
民
税
が
年
少
扶
養
控
除
の
廃

止
に
よ
り
増
と
見
込
ん
で
い
る
一

方
、
法
人
市
民
税
は
、
景
気
回

復
の
遅
れ
な
ど
か
ら
減
と
見
込
ん

で
い
る
た
め
、
市
税
全
体
で
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国

が
前
年
度
同
額
以
上
と
し
た
こ
と

受
け
、
増
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

市
債
で
は
、
臨
時
財
政
対
策
債

は
、
減
と
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め
改
造

事
業
な
ど
大
型
事
業
の
展
開
な
ど

に
伴
い
、
市
債
全
体
で
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
、
投
資
的
事

業
は
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
投
資
的
事
業
と
し
て
は
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め
の
運

転
時
間
延
長
用
施
設
改
造
事
業
や

合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
、
市

道
改
良
工
事
、
調
査
・
測
量
を
行

う
市
道
南
北
線
の
延
長
事
業
、
市

営
住
宅
建
替
事
業
、
消
防
救
急
デ

ジ
タ
ル
無
線
機
整
備
事
業
の
調
査

設
計
業
務
、
平
成
23
年
度
に
着
手

し
た
小
中
学
校
普
通
教
室
へ
の
天

井
扇
設
置
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園

整
備
事
業
な
ど
で
す
。

　

こ
の
結
果
、一
般
会
計
予
算
は
、

１
４
５
億
７
、４
６
７
万
円
と
な

り
、
平
成
23
年
度
と
比
較
す
る
と

３・
６
％
（
５
億
５
４
８
万
２
千

円
）の
増
と
な
る
予
算（
案
）で
す
。

　
錦
海
塩
田
跡
地
活
用
の
推
進

　

産

※

業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
適

正
廃
止
に
向
け
、
平
成
23
年
度
か

ら
、
建
設
発
生
土
処
分
場
を
開

設
し
、
公
共
工
事
に
よ
り
発
生

し
た
残
土
を
活
用
し
た
覆
土
を

行
っ
て
い
ま
す
。２
月
14
日
現
在
、

１
７
、５
９
９
㎥
の
土
が
搬
入
さ

　
は
じ
め
に

　　

瀬
戸
内
市
の
平
成
21
年
度
の
市

※

内
総
生
産
（
市
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
を
計

算
す
る
と
１
、１
６
４
億
円
余
り

と
な
っ
て
お
り
、
名

※

目
経
済
成
長

率
は
マ
イ
ナ
ス
７
・
５
％
で
、
平

成
19
年
度
か
ら
３
年
連
続
の
マ
イ

ナ
ス
成
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
様
な
産
業
を
根
付
か
せ
、
特

定
の
税
収
源
だ
け
に
頼
ら
な
い
安

定
し
た
産
業
構
造
を
確
立
す
る
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
力
の
農
業
、
水
産
業
の
活
性

化
と
そ
れ
以
外
の
産
業
に
よ
る
安

定
的
な
経
済
状
況
を
確
保
す
る
た

め
、
市
の
財
政
の
健
全
性
を
維
持

し
な
が
ら
必
要
な
投
資
を
行
い
、

低
迷
感
の
漂
う
市
の
経
済
を
い
か

に
活
性
化
さ
せ
る
か
が
今
後
の
市

の
持
続
可
能
な
発
展
の
鍵
を
握
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

人
口
に
つ
い
て
は
、
減
少
傾
向

災
・
危
機
管
理
に
対
し
て
高
ま
っ

て
い
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
総
務
部
総
務
課
内
の
課
内

室
で
あ
っ
た
地
域
安
全
推
進
室
を

総
務
部
地
域
安
全
推
進
室
に
格
上

げ
し
ま
す
。

　

総
合
政
策
部
政
策
調
整
課
と
財

政
課
の
業
務
を
統
合
し
、
経
営
企

画
課
と
し
ま
す
。
市
の
財
政
の
健

全
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
経

済
の
発
展
に
つ
い
て
も
一
体
的
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
産
業
建
設
部
に
新
た

に
企
業
立
地
課
を
設
置
し
、
積
極

的
に
企
業
誘
致
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
の
経
営
健
全

化
の
一
環
と
し
て
、
上
水
道
工
務

課
と
上
水
道
浄
水
課
を
統
合
し
て

上
水
道
施
設
課
と
し
ま
す
。

　

新
瀬
戸
内
市
立
図
書
館
の
整
備

開
設
に
向
け
て
、
社
会
教
育
課
内

に
新
図
書
館
開
設
準
備
室
を
設
置

し
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

　

跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
平

成
23
年
12
月
に
開
催
し
た
第
３
回

錦
海
塩
田
跡
地
活
用
検
討
委
員
会

に
お
い
て
、
跡
地
に
係
る
課
題
を

整
理
す
る
と
と
も
に
、
跡
地
活
用

の
基
本
構
想
の
柱
と
な
る
基

※

本
理

念
を
決
定
し
ま
し
た
。

企
業
団
地
の
整
備

　

長
船
町
宮
下
地
区
の
約
３
㌶
の

土
地
と
畜
産
業
の
誘
致
が
決
ま
っ

た
邑
久
町
本
庄
の
福
谷
地
区
の
約

１・
３
㌶
の
土
地
に
つ
い
て
、
農

業
振
興
地
域
の
除
外
が
認
め
ら
れ

次
第
、
用
地
買
収
を
進
め
ま
す
。

　

邑
久
町
豆
田
地
区
の
約
５
㌶
の

土
地
に
つ
い
て
は
、
造
成
に
向
け

て
測
量・設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ジ
ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
せ
と
う
ち
開
所

　

市
と
西
大
寺
公
共
職
業
安
定
所

は
協
定
を
結
び
、
平
成
24
年
３
月

30
日
付
け
で
本
庁
舎
一
階
の
保

健
福
祉
部
邑
久
分
室
の
隣
室
に
、

「
ジ

※

ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
せ
と
う
ち
」

を
開
所
し
ま
す
。

　
「
求
人
情
報
提
供
端
末
」
が
導

  A
d

m
in

istrative
  R

e
p

o
rt

 

平
成
24
年
2
月
定
例
議
会
が
2
月
24
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

入
さ
れ
る
８
月
ま
で
は
、
プ
レ
事

業
を
実
施
し
、
求
人
票
な
ど
の
資

料
を
提
供
す
る
な
ど
し
て
就
労
支

援
を
行
い
ま
す
。

　「
ス
マ
イ
ル
」
へ
の
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
平
成
24
年
４
月
か
ら

障
害
者
一
人
一
人
に
合
っ
た
相
談

支
援
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス

※

マ

イ
ル
に
つ
い
て
、
相
談
支
援
体
制

を
強
化
す
る
た
め
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
、
そ
の
運
営
は
相
談

支
援
事
業
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

社
会
福
祉
法
人
が
行
い
ま
す
。

相談支援の充実が期待されるスマイル

解体を検討している邑久郷土資料館

用
語
の
解
説
・
備
考

市
内
総
生
産

　
１
年
間
に
市
内
企
業
な
ど
の

経
済
活
動
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ

た
財
貨
・
サ
ー
ビ
ス
の
総
額
（
算

出
額
）
か
ら
原
材
料
費
な
ど
（
中

間
投
入
額
）
を
差
し
引
い
た
付

加
価
値
額
。

名
目
経
済
成
長
率

　

市
内
総
生
産
の
伸
び
率
。
物

価
変
動
分
を
調
整
せ
ず
、
対
象

期
間
の
時
価
で
評
価
す
る
。

邑
久
郷
土
資
料
館

　

教
育
、
学
術
及
び
文
化
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
て
設
置
し
て
い
る
施
設
。

　

喜
之
助
記
念
室
・
喜
之
助
フ
ェ

ス
記
念
室
・
郷
土
資
料
室
・
民

俗
資
料
室
・
考
古
資
料
室
・
門

田
貝
塚
資
料
室
が
あ
り
、
月
曜

日
、
祝
・
休
日
の
翌
日
を
除
い
て
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

ま
で
開
館
。
入
館
無
料
。

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

　

錦
海
塩
田
跡
地
と
と
も
に
市

が
引
き
継
い
だ
約
80
㌶
の
産
業

廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
事
業
は

平
成
20
年
に
終
了
）。

　

適
正
廃
止
に
は
約
50
㌢
の
覆

土
が
必
要
。

基
本
理
念
を
決
定

　

検
討
委
員
会
で
策
定
し
て
い

く
基
本
構
想
に
つ
い
て
、「
市
民

の
安
全
安
心
」
を
前
提
と
し
た

上
で
、「
地
域
の
活
性
化
」「
環

境
の
保
全
」「
文
化
の
振
興
」
と

い
う
３
つ
の
基
本
理
念
を
柱
と

す
る
こ
と
を
決
定
。

ジ
ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
せ
と
う
ち

　

市
と
西
大
寺
公
共
職
業
安
定

所
が
共
同
で
設
置
す
る
福
祉
と

就
労
支
援
の
窓
口
。

　

子
育
て
中
・
子
育
て
後
の
母

親
や
生
活
保
護
受
給
者
、
障
害

者
な
ど
の
利
用
を
想
定
し
て

い
る
。

ス
マ
イ
ル

　

障
害
者
な
ど
の
相
談
に
応
じ

必
要
な
助
言
な
ど
を
行
い
、
ま

た
、
創
作
的
・
生
産
活
動
の
機

会
を
提
供
し
、
社
会
と
の
交
流

を
促
進
す
る
こ
と
で
地
域
生
活

支
援
の
促
進
を
図
る
施
設
。

約５００㌶の錦海塩田跡地



上
寺
山
楽
々
園
を
民
間
譲
渡

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
上

※

寺
山
楽
々

園
に
つ
い
て
は
、
入
園
者
の
う
ち

約
７
割
が
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や

介
護
予
防
支
援
の
提
供
な
ど
、
入

園
者
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す

る
た
め
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
に

新
施
設
の
整
備
、
運
営
も
含
め
て

経
営
を
譲
渡
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
市
の
特
定
健

診
と
の
同
時
実
施
の
み
で
あ
っ
た

前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
前
立
腺
が

ん
検
診
単
独
で
も
市
内
の
医
療
機

関
で
個
別
に
受
診
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。

　

集
団
健
診
に
つ
い
て
は
、
特
定

健
診
と
が
ん
検
診
を
同
時
に
受
診

で
き
る
国
保
総
合
健
診
や
、
胃
が

ん
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮

頸
が
ん
、
肺
が
ん
検
診
を
半
日
で

受
診
で
き
る
「
が

※

ん
総
合
検
診
」

を
実
施
し
、
仕
事
の
都
合
な
ど
で

受
診
が
困
難
な
人
も
が
ん
検
診
を

受
け
や
す
く
し
ま
す
。

玉
津
保
育
園
・
幼
稚
園
の
休
園

　　

平
成
24
年
４
月
か
ら
は
玉
津
保

育
園
を
休
園
と
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
集
団
生
活
の
中
で
の

保
育
環
境
と
い
う
点
を
考
慮
し
、

５
人
以
上
の
入
園
希
望
が
あ
っ
た

場
合
を
再
開
の
目
安
と
し
ま
す
。

　

ま
た
平
成
24
年
４
月
か
ら
玉
津

幼
稚
園
も
休
園
し
ま
す
。

　

再
開
の
目
安
は
、
保
育
園
の
入

園
状
況
を
み
な
が
ら
、
集
団
生
活

の
中
で
保
育
・
教
育
環
境
を
考
慮

し
て
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

邑
久
・
玉
津
小
学
校
の
統
合
準
備

　

２
校
の
統
合
に
つ
い
て
協
議
す

る
準
備
委
員
会
で
、
玉
津
地
区
の

児
童
の
通
学
方
法
や
玉
津
小
学
校

の
跡
地
利
用
、
統
合
後
の
学
校
の

教
育
目
標
や
教
育
課
程
な
ど
を
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
意
見
・
要
望
な
ど

を
聴
き
な
が
ら
、
円
滑
な
統
廃
合

が
進
む
よ
う
に
努
め
ま
す
。

エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
と
日
本
刀
展

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

日
本
刀
職
方
や
ア
ニ
メ
ク
リ
エ
ー

タ
ー
、
玩
具
製
作
者
な
ど
と
共

同
で
、
伝
統
技
術
で
あ
る
日
本
刀

の
「
も
の
づ
く
り
」
の
新
た
な
表

現
を
目
指
し
、
若
者
な
ど
の
日
本

刀
文
化
・
も
の
づ
く
り
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
７
月
14
日
か
ら

９
月
17
日
に
か
け
て
特
別
展
『
エ

※

ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
と
日
本
刀
展
』

の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
の
値
下
げ

　

平
成
23
年
８
月
か
ら
水

※

道
事
業

審
議
会
で
調
査
、
審
議
さ
れ
た
水

道
料
金
の
適
正
な
設
定
に
つ
い
て

は
、
そ
の
答
申
の
と
お
り
、
家
事

用
と
営
業
用
の
水
道
料
金
を
平
均

約
５
％
引
き
下
げ
る
予
定
で
す
。

市
民
病
院
に
消
化
器
内
科
な
ど

を
新
設

　

内
科
に
つ
い
て
の
専
門
知
識
を

有
す
る
医
師
の
確
保
に
め
ど
が

立
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
消
化
器

内
科
、
循
環
器
内
科
、
呼
吸
器
内

科
を
４
月
か
ら
新
設
し
ま
す
。

　

消
化
器
内
科
は
週
１
回
１
日
、

循
環
器
内
科
は
週
１
回
半
日
、
呼

吸
器
内
科
は
現
在
の
内
科
医
が
担

当
す
る
予
定
で
す
。

施設の老朽化が進む上寺山楽々園

上
寺
山
楽
々
園

　
身
体
上
・
精
神
上
・
環
境
上
・

経
済
的
理
由
に
よ
り
居
宅
で
生

活
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者

を
対
象
に
し
た
邑
久
町
北
島
に

あ
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
。

が
ん
総
合
検
診

　
40
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に

し
た
５
種
類
の
が
ん
検
査
を
一

度
に
受
け
ら
れ
る
検
診
。
希
望

に
よ
り
、
肺
が
ん
喀
痰
・
乳
が

ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
検
査

も
受
け
ら
れ
る
。

（
新
世
紀
）
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン

　
１
９
９
０
年
代
を
代
表
す
る

Ｓ
Ｆ
ア
ニ
メ
作
品
。
そ
れ
ま
で

の
ア
ニ
メ
や
邦
画
・
特
撮
の
技

法
を
取
り
込
ん
だ
作
風
で
、
登

場
人
物
の
心
情
を
繊
細
に
表
現

す
る
演
出
は
、
後
続
の
ア
ニ
メ

や
映
画
に
影
響
を
与
え
た
と
い

わ
れ
る
。

水
道
事
業
審
議
会

　

市
の
諮
問
に
応
じ
、
水
道
事

業
に
関
し
て
調
査
と
審
議
を
行

う
組
織
。
平
成
24
年
９
月
１
日

以
降
の
早
い
時
期
に
お
い
て
水

道
料
金
を
５
％
程
度
引
き
下
げ

る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
答
申
を

行
っ
た
。

同じ敷地内にある玉津保育園と玉津幼稚園

牛窓地域（島しょ部を除く）で、7月1日から
「モーモーバス」が走ります

　７月１日から牛窓地域（島しょ部を除く）で、実証運行が始まる瀬戸
内市デマンドバスの愛称が決定しました。
　応募があった 71 作品の中から、瀬戸内市デマンドバス愛称選考委員会
において選考を行った結果、千葉県船橋市在住の長岡直美さん（50 歳）
の応募作品「モーモーバス」に決まりました。
　デマンドバスの運行地域である「牛窓地域」を分かりやすく表現するため、「牛」から「モーモー」
と発想。「子どもから高齢者まで利用される人が一度聞いたら忘れない名前を」という思いが込めら
れています。
　皆さんの身近な足として、「モーモーバス」をご利用ください。
■問い合わせ先
　まちづくり推進課　　☎０８６９-２２- １０３１

「せとうち  まーる号」が本をお届けします
（５月運行開始予定）

　５月中の運行開始を予定している移動図書館車の愛称が決定
しました。応募があった 289 作品の中から瀬戸内市移動図書館
車愛称選定委員会において選考を行った結果、瀬戸内市邑久町
在住の中田玲子さん（32 歳）の応募作品「せとうち  まーる号」
に決まりました。
　「瀬戸内市を回り、みんなとまぁるくつながっていったらよ
いな」という思いが込められています。
　「せとうち  まーる号」に、絵本約 1,000 冊（今までの約２倍）
を積載して市内保育園、幼稚園への巡回サービスを実施します。
■問い合わせ先
　瀬戸内市立図書館　　☎０８６９-２２- ３７６１

瀬戸内市デマンドバス

　いわゆる交通弱者などの移動支援や地域内の経済活性化のため、高齢者やＰＴＡ関係者、バ
ス事業者、タクシー事業者などで構成する瀬戸内市地域公共交通会議で、牛窓地域内（島しょ
部を除く）において、「瀬戸内市デマンドバス」を実証運行することが決まりました。
　「瀬戸内市デマンドバス」は、利用者の予約に応じて、自宅または近くの「のりば」まで車
両が迎えに行き、希望する目的地まで運行する乗合型のバスです。路線バスとは違い、時刻表
や決まったルートはありません。
　実証運行期間は平成 24 年７月１日から平成 25 年 12 月 31 日までです。
　（平成 24 年４月開始を予定していましたが、関連工事や車両手配などに準備期間が必要とな
　り平成 24 年７月からとなりました。）
　期間終了までに新しい公共交通のあり方や実証運行期間終了後「瀬戸内市デマンドバス」を
継続して運行するか、「瀬戸内市デマンドバス」の運行方法・時間・台数などが適切かなどを
検証していきます。
　「瀬戸内市デマンドバス」は、市が行政サービスとして実施する公共交通ですが、その運行
は指定管理者が行います。
　利用するために必要な登録や利用方法などの詳しい内容については、本紙６月号でお知らせ
する予定です。

が
ん
対
策
の
充
実

　

平
成
24
年
度
か
ら
は
、
子
宮
頸

が
ん
検
診
を
岡
山
市
内
の
医
療
機

関
で
個
別
に
受
診
で
き
る
よ
う
に



　

固
定
資
産
税
と
は
、
毎
年
１
月

１
日
（
賦
課
期
日
）
に
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
と
い
っ
た
固
定
資

産
を
所
有
し
て
い
る
人
が
、
固
定

資
産
の
価
格
を
も
と
に
算
出
さ
れ

る
税
額
を
そ
の
固
定
資
産
の
所
在

す
る
市
町
村
へ
納
め
る
税
金
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

４
月
20
日
ま
で
に
送
付
す
る
固

定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
に
、
土

地
・
家
屋
の
課
税
明
細
書
を
同
封

し
て
い
ま
す
。

　

課
税
明
細
書
が
届
い
た
ら
、
適

正
な
課
税
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
を
受
け
取

っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60

日
以
内
で
あ
れ
ば
、
土
地
・
家
屋

の
価
格
に
対
す
る
不
服
（
審
査
）

申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、市
内
に
所
在
す
る
土
地・

家
屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者
本

人
に
限
り
、
土
地
・
家
屋
の
評
価

額
を
比
較
し
、
自
ら
の
土
地
・
家

屋
の
評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
に
、
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

縦
覧
帳
簿
に
は
、土
地
の
地
目
、

地
積
、
評
価
額
な
ど
や
家
屋
の
種

類
、
構
造
、
床
面
積
、
評
価
額
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間　

４
月
２
日
（
月
）

　

〜
５
月
２
日
（
水
）（
土
・
日

　

曜
日
、　

祝
日
を
除
く
）
午
前

　

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▽
縦
覧
場
所　

税
務
課

※
閲
覧
（
自
分
の
資
産
の
み
を
見

　

る
こ
と
）
は
、
各
支
所
・
出
張

　

所
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
持
参
す
る
も
の

　

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

　

健
康
保
険
証
な
ど
）

　

・
委
任
状
（
代
理
人
が
縦
覧
す
る

　

場
合
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　
　

 

固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
の
確
認
を

 

適
正
な
課
税
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
か

　

こ
れ
ま
で
の
高
額
療
養
費
制
度

の
仕
組
み
で
は
、
高
額
な
外
来
診

療
を
受
け
た
と
き
に
は
、
医
療
機

関
の
窓
口
で
療
養
費
を
全
額
支
払

い
、
後
日
、
高
額
療
養
費
の
支

給
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
４
月
１
日
か
ら
は
、

同
一
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
場

合
に
は
、
所
得
に
応
じ
て
決
め
ら

れ
た
毎
月
の
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
る
分
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で

の
支
払
い
や
高
額
療
養
費
の
支
給

申
請
が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
事
前
に
手
続
き
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

病
院
や
薬
局
な
ど
の
医
療
機
関
の

窓
口
で
、
限
度
額
適
用
認
定
証
な

ど
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

認
定
証
な
ど
の
提
示
を
行
わ

ず
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
療
養
費

を
全
額
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
高

額
療
養
費
の
支
給
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

　

る
人

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

　

し
て
い
る
人

　

・
市
民
課
医
療
費
給
付
係

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
８

③
そ
の
他
の
医
療
保
険
に
加
入
し

　

て
い
る
人

　

・
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者

 

変
わ
り
ま
す

 

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率　

　　

協
会
け
ん
ぽ
と
は
、
中
小
企
業

な
ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族

が
加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。
こ

の
保
険
料
率
は
、
毎
事
業
年
度
、

都
道
府
県
ご
と
に
地
域
の
医
療
費

を
反
映
し
、
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
岡
山
支
部
の
健
康
保
険

料
率
は
現
行
の
９・
５
５
％
か
ら

10
・
０
６
％
に
変
わ
り
ま
す
（
任

意
継
続
被
保
険
者
は
、
平
成
24
年

４
月
分
保
険
料
か
ら
変
更
）。

　

ま
た
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
人
は
、
介
護
保
険
料
率
も
１
・

５
５
％
（
現
行
１・
５
１
％
）
へ

変
更
さ
れ
ま
す
。

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

　

☎
０
８
６-

８
０
３-

５
７
８
０

 

医
療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払
額
が
一
定
に

 

高
額
療
養
費
制
度
が
変
わ
り
ま
す

受診する人 事前の手続き 医療機関の窓口で
提示するもの

70 歳未満の人または 70
歳以上の非課税世帯の人

加入する健康保険組合などに「限
度額適用認定証」の交付を申請 限度額適用認定証

70 歳以上 75 歳未満で、非
課税世帯ではない人

不要

高齢受給者証

75 歳以上で、非課税世帯
ではない人

後期高齢者医療被
保険者証

Ｑ．地価の下落によって土地の評価額が
下がっているのに、税額が上がるのはな
ぜですか。
Ａ．負担水準の適正化を図ったためです。
　負担水準が低いことによって起こって
います。負担水準とは、土地の評価額に
対して、税負担となる課税標準額の占め
る割合です。地域や土地によって負担水
準のばらつきがあるため、このばらつき
の幅を狭める仕組みを国が一律に定めて
います。具体的には、負担水準が高い土
地は税負担を引き下げたり据え置いたり
し、負担水準が低い土地は税を引き上げ
ています。
　ただし、住宅用地の固定資産税の軽減
措置は、平成 24 ～ 25 年度で負担水準
の基準を８割から９割に引き上げ、平成
26 年度には廃止されることとなってい
ます。
Ｑ．新築住宅を建てて、４年目になりま
すが、固定資産税額が急に上がりました。
どうしてですか。
Ａ．軽減適用期間の終了によるものです。
　新築の住宅に対して、一定の要件に該
当するときは、新たに固定資産税が課税
されることになった年度から３年間に限
り、120 平方㍍までの面積の税額が２分
の１に軽減されます。税額が高くなった
のは、軽減適用期間が終了したことによ
り、本来の税額になったためです。

固定資産税Q＆ A

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
８
１

 

求
職
中
の
人
を
支
援

 

ジ
ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
せ
と
う
ち　

　　

市
で
は
、
西
大
寺
公
共
職
業
安

定
所
と
協
定
を
締
結
し
、
子
育
て

中
・
子
育
て
後
の
母
親
や
生
活
保

護
受
給
者
、
障
害
者
な
ど
の
就
労

を
支
援
す
る
た
め
、
３
月
30
日
に

市
役
所
１
階
に
「
ジ
ョ
ブ
ス
ポ
ッ

ト
せ
と
う
ち
」を
開
所
し
ま
し
た
。

　

ジ
ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
せ
と
う
ち
に

は
、
市
と
公
共
職
業
安
定
所
の
職

員
が
常
駐
し
、
求
人
票
な
ど
の
資

料
提
供
に
よ
り
就
労
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
８
月
に
は
求
人
情
報

提
供
端
末
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
４

　

HP http://www.kyoukaikenpo.or.jp

 

ご
確
認
く
だ
さ
い

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

市
で
は
、
大
雨
な
ど
に
よ
り
土

砂
災
害
発
生
の
危
険
が
高
ま
っ
た

場
合
や
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
避
難
な
ど

の
適
切
な
行
動
を
と
っ
て
も
ら
う

た
め
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

作
成
し
た
マ
ッ
プ
は
、
２
枚
１

組
で
今
月
の
広
報
紙
に
折
り
込
ん

で
い
ま
す
。
避
難
場
所
や
危
険
地

区
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
安
全
推
進
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

必要な手続きなど

土砂災害ハザードマップ（見本）

園庭開放日

幼稚園名 問い合わせ先 5月 6月 7月 開放時間
牛窓東 0869-34-2104 毎週火曜日 午前９時 30 分～ 11 時

牛窓西 0869-34-3687
5 月 7日（月）、14 日（月）、6月 4日（月）、
11 日（月）、18 日（月）、7月 2日（月）、9日（月）

午前９時 30 分～ 11 時

牛窓北 0869-34-3742 10 日（木）14 日（木）12 日（木）午前９時 30 分～ 11 時
邑久 0869-22-0027 15 日（火）12 日（火）03 日（火）午前９～ 11 時
今城 086-943-8715 15 日（火）12 日（火）03 日（火）午前９～ 11 時
美和 0869-26-3445 15 日（火）19 日（火）17 日（火）午前９～ 11 時
国府 0869-26-3446 15 日（火）19 日（火）17 日（火）午前９～ 11 時
行幸 0869-26-3447 15 日（火）19 日（火）17 日（火）午前９～ 11 時

 
幼
稚
園
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

 
園
庭
開
放　

　　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
通
っ
て
い

な
い
乳
幼
児
を
対
象
に
、
子
育
て

の
場
と
し
て
幼
稚
園
を
開
放
し
て

い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
徒
歩
、
自

転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
４
月
は
、
園
庭
開
放
日
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

各
幼
稚
園

固定資産税（土地・家屋）課税明細書（見本）
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■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

総
務
学
務
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

 

邑
久
地
域
の
一
部

 

下
水
道
の
供
用
区
域
を
拡
大

　　

邑
久
地
域
の
一
部
で
、
左
図
の

区
域
の
と
お
り
公
共
下
水
道
の
供

用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
区
域
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
は
、
早
期
の
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
供
用
開
始
区
域

　

・
処
理
区
名　

邑
久
処
理
区　

　

・
区
域
名

　

福
元
と
下
笠
加
の
一
部
区
域

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
工
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

５
１
５
１

　平成 24 年度の国民年金第 1 号被保険者の月々
の保険料は、平成 23 年度の保険料から 40 円減の
14,980円となっています。また、保険料は前払い（前
納）や口座振替を行うと割引があります。

納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分

現金
支払

月々 14,980 円 89,880 円 179,760 円

前納
89,150 円  
（730 円）

176,570 円  
（3,190 円）

口座
振替

毎月当月末
振替

14,930 円
（50 円）

89,580 円
（300 円）

179,160 円  
（600 円）

前納
88,860 円
（1,020 円）

175,990 円  
（3,770 円）

※かっこ内は、現金支払額を基準とする割引額です。

■問い合わせ先
　市民課　☎０８６９-２２- １７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６-２７０- ７９２８

　

水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
毎
月
検

針
・
毎
月
徴
収
」
を
、
左
図
の
と

お
り
４
月
か
ら
２
カ
月
に
１
回
の

「
隔
月
検
針
・
隔
月
徴
収
」
に
変

更
し
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
２

カ
月
ご
と
奇
数
月
に
行
い
、
水
道

料
金
と
下
水
道
使
用
料
は
、
２
カ

月
分
ま
と
め
て
偶
数
月
で
の
支
払

い
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
水
道
料
金
と
下
水
道
使

用
料
の
算
定
方
法
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

【
漏
水
の
早
期
発
見
】

　

検
針
が
２
カ
月
ご
と
に
な
る
た

め
、
漏
水
の
発
見
が
遅
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
使
用
水
量
が
普

段
に
比
べ
て
多
い
と
き
に
は
、
家

庭
内
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
た
状
態

で
水
道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
中
に
あ
る
銀

色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
た

ら
、漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

漏
水
箇
所
が
分
か
る
場
合
は
、

お
近
く
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
へ
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
修
繕
費
用
な
ど
は
使
用
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

【
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

水
道
料
金
や
下
水
道
使
用
料
の

支
払
い
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
市
内
の

金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は
上
水

水道料金と
下水道使用料

４月から２カ月分まとめての
支払いに変わります

水道・下水道の検針と料金・使用料について

道
業
務
課
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
口
座
番
号
を
確
認
で
き
る
も

の
と
通
帳
印
を
持
参
の
上
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

上
水
道
業
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
２
５

　

下
水
道
業
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

５
１
５
１

 

外
国
人
住
民
も
対
象
に

 

住
民
基
本
台
帳
制
度
の
改
正

　

住
民
基
本
台
帳
法
な
ど
の
法
律

が
改
正
さ
れ
、
７
月
９
日
か
ら
、

外
国
人
も
日
本
人
と
同
様
に
住
民

票
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
者　

３
カ
月
を
超
え
て

　

在
留
す
る
外
国
人
（
中
長
期

　

在
留
者
や
特
別
永
住
者
な
ど
）

▽
主
な
変
更
点

　

・
住
民
票
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

・
住
所
を
変
更
す
る
と
き
に
は
、

　

転
入
届
、
転
出
届
な
ど
の
手
続

　

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

　

・
入
国
管
理
局
で
在
留
資
格
や
在

　

留
期
間
の
変
更
を
行
っ
た
場
合

　

に
、
市
の
窓
口
で
の
届
出
が
不

　

要
に
な
り
ま
す
。 

・「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
が
廃

　

止
さ
れ
、特
別
永
住
者
に
は「
特

　

別
永
住
者
証
明
書
」
が
、
特
別

　

永
住
者
以
外
の
人
に
は
「
在
留

　

カ
ー
ド
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
一
定
の
期
間
、
外
国
人
登
録
証

　

明
書
を
特
別
永
住
者
証
明
書
・

　

在
留
カ
ー
ド
の
代
わ
り
に
使
用

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
仮
住
民
票
の
発
行

　

　

住
民
票
記
載
の
対
象
と
な
る
人

に
は
、
５
月
頃
に
仮
住
民
票
を
送

付
し
ま
す
。

　

仮
住
民
票
が
届
い
た
ら
記
載
内

容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
特
別
永
住
者
証
明
書
の
交
付

　

　

現
在
、「
特
別
永
住
者
証
明
書
」

の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
特
に
希
望
す
る
人

以
外
は
、
事
前
申
請
の
手
続
き
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
事
前
に
交
付
申
請
を

行
っ
た
場
合
で
も
、
特
別
永
住
者

証
明
書
の
交
付
は
、
７
月
30
日
以

降
（
予
定
）
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

・
外
国
人
住
民
に
係
る
住
民
基
本

　

台
帳
制
度
に
つ
い
て（
総
務
省
）

　

HP http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/

　

jichi_gyousei/c-gyousei/zairyu.html

　

・
新
た
な
在
留
管
理
制
度
に
つ
い

　

て
（
法
務
省
入
国
管
理
局
）

　

HP http://www.im
m
i-m
oj.go.jp/

　

newim
m
iact_1/index.htm

l

　

・
特
別
永
住
者
の
人
の
新
制
度
に

　

つ
い
て（
法
務
省
入
国
管
理
局
）

　

HP http://www.im
m
i-m
oj.go.jp/

　

newim
m
iact_2/index.htm

l

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
５

教
育
に
必
要
な
費
用
を
援
助
し
ま
す

就
学
援
助
・
奨
学
金
制
度

　

市
で
は
、
義
務
教
育
に
必
要
な

費
用
の
援
助
や
大
学
な
ど
の
学
資

の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
就
学
援
助
制
度
】

　

経
済
的
な
理
由
で
経
費
負
担
が

困
難
な
家
庭
の
児
童
・
生
徒
を
対

象
に
、
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど

を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
援
助
を
希

望
す
る
場
合
も
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
申
請
期
限　
５
月
31
日
（
木
）

※
こ
れ
以
降
も
、
翌
年
１
月
末
日

　

ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、

　

受
付
翌
月
か
ら
の
援
助
に
な
り

　

ま
す
。

▽
提
出
書
類

①
就
学
援
助
申
請
書

②
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
し

③
委
任
状
（
所
得
証
明
発
行
用
）

④
家
賃
が
分
か
る
も
の
の
写
し

　
（
借
家
・
借
間
の
場
合
）

※
②
が
あ
る
場
合
、
③
と
④
は
不

　

要
で
す
。

※
①
と
③
は
教
育
委
員
会
、　

各

　

小
・
中
学
校
、
中
央
公
民
館
、

　

長
船
町
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

【
奨
学
金
制
度
】

　

経
済
的
な
事
情
に
よ
っ
て
、
修

学
が
困
難
な
学
生
を
対
象
に
、
学

資
ま
た
は
育
英
上
必
要
な
資
金
を

貸
し
付
け
ま
す
。

　

奨
学
生
の
選
考
は
、
選
考
委
員

会
で
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者　

高
等
学
校
、
学
校
教

　

育
法
に
基
づ
く
特
別
支
援
学
校

　

の
高
等
部
、
大
学
、
高
等
専
門

　

学
校
、
専
修
学
校
の
就
学
者

▽
申
請
期
限　

６
月
29
日
（
金
）

▽
提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

②
出
身
学
校
ま
た
は
在
学
校
長
の

　

奨
学
生
推
薦
調
書

③
世
帯
全
員
の
住
民
票

④
在
学
証
明
書

⑤
親
権
者
を
含
む
世
帯
全
員
の
所

　

得
課
税
証
明
書（
平
成
23
年
分
）

※
①
と
②
は
教
育
委
員
会
、
中
央

　

公
民
館
、
長
船
町
公
民
館
に
あ

　

り
ま
す
。
⑤
は
６
月
１
日
以
降

　

に
発
行
さ
れ
ま
す
。

水道メーターのパイロット

邑久処理区
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cover photograph 

２月4日、牛窓町漁協（牛窓町牛窓）で牛窓冬の味覚
まつりが行われました。カキのほか、ゲタやメバル、
タコなどの新鮮な地魚が格安で販売されるとあって、
会場は朝早くから大にぎわい。「殻付きカキ詰め放題」
では、制限時間の３分以内に少しでもたくさんのカキ
をかごに詰め込もうと奮闘する姿が見られました。

今
月月
のの表

紙
表
紙

※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

　（財）自治総合センターの宝くじ助成金（地域

防災組織育成助成事業）を活用し、福元グリーン

タウン自主防災会が、炊き出し用の煮炊きレンジ

やテント、発電機、投光器、資機材を収納する倉

庫など防災資機材を整備しました。

　同自主防災会では２月 12 日、避難訓練のほか

炊き出し訓練を行いました。今後も、防災の研修

会や訓練などの地域防災活動で活用します。

　自主防災組織を結成している団体であれば、宝

くじ助成金を利用できます。詳しくは、地域安全

推進室へお気軽にご相談ください。

■問い合わせ先　地域安全推進室　☎０８６９-２２-３９０４

   地域防災力の強化を地域防災力の強化を

購入した資機材を使って炊出し訓練を行った福元グリーンタウン自主防災会

宝くじ助成金を活用して防災資機材を整備

　２月 15 日、ヤンマーアグリイノベーション

（株）、ヤンマー農機販売（株）中四国カンパニー

と瀬戸内市は、地域づくり連携協定を締結しまし

た。この協定により、市とヤンマーグループ２社

は連携し、知的・人的・経営的資源を活用できる

ようになります。

　国際競争時代に対応する地域活性化戦略の策定

や農水産業の担い手の育成・確保、遊休農地の活

用、地域ブランドの構築などの市が抱えるさまざ

まな課題に迅速かつ的確に対応し、農水産業を中

心とした産業や文化の活性化を目指して取り組み

を進めます。

    農水産業の活性化を目指す農水産業の活性化を目指す ヤンマーグループ２社と協定

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

11     2012. 4

読み上げられた暴力団排除宣言を満場一致で採択

　２月９日、ゆめトピア長船で、瀬戸内市暴力団

排除条例制定総決起大会を開催し、市内の事業者

や警察・行政関係者など約300人が出席しました。

　瀬戸内警察署管内暴力追放推進連合会長の武久

顕也市長が、「市民総ぐるみでの取り組みをお願

いしたい」とあいさつ。その後、暴力団のいない

安全・安心の瀬戸内市の実現を図る暴力団排除宣言

が満場一致で採択されました。

　また、講演では吉沢徹弁護士が「不当要求には

２人以上で対応し、自分たちだけで対処が難しい

場合は弁護士や警察に相談を」などと具体的な対

処方法について説明しました。

    安全・安心な瀬戸内市を安全・安心な瀬戸内市を 瀬戸内市暴力団排除条例制定総決起大会

　２月 11・12 日、絵本作家のあきやまただしさ

んを招き、「あきやまただしえほんライブ」と題

して、絵本の読み聞かせやギター演奏を行いまし

た。11 日は牛窓町公民館図書室で、12 日は中央

公民館で行いました。

　読み聞かせでは、あきやまさんが大きな声でテ

ンポ良く語り、体全体を使って絵本の場面を表現。

　ギター演奏に合わせてあきやまさんが「どんな

色が好き？」と尋ねると、子どもたちからは「に

じ色」などの回答も飛び出しました。参加した親

子連れらは、一緒に歌ったり、声を出して笑った

りしながら、楽しい絵本の世界を味わいました。

   夢中で笑って歌ったひととき夢中で笑って歌ったひととき 親子で楽しむ絵本の世界 あきやまただしえほんライブ親子で楽しむ絵本の世界 あきやまただしえほんライブ

子どもたちとの掛け合いで盛り上がったギター演奏（左上） ／ 体全体で絵本の場面を表現（右下）

協定を締結後、橋本康治ヤンマーアグリイノベーション（株）代表取締役社長（写真右）・塚原寛仁
ヤンマー農機販売（株）中四国カンパニー社長（写真左）と握手を交わす武久顕也市長

　２月 18 日、中央公民館（邑久町尾張）で、瀬

戸内市の国際交流を推進する会「ＤＢＯＣ」が、

カルカ・グルンさん、ゴダールデウ・バハダルさ

んらを講師に迎え、ネパール料理教室を開催しま

した。ターメリック、クミン、チリ、コリアンダ

ーなどを混ぜ合わせたマサラ（香辛料）の香りが

会場に立ち込めるなか、約 40 人の参加者は、チ

キンヌードルスープとホウレンソウのスパイス炒

めづくりに挑戦しました。

　参加者は、講師との交流や料理づくり、食後に

行われた音楽演奏や民族衣装の試着などを通じて

ネパールへの理解を深めました。

   ネパールへの理解を深めましたネパールへの理解を深めました ＤＢＯＣ料理教室ＤＢＯＣ料理教室

講師から料理の手ほどきを受ける参加者（右上）／  できあがったネパール料理など（左下）

まちの話題.indd   10-11 2012/03/26   11:23:06



山
林
に
は
枯
葉
や
枯
草
が
多
く
な

り
、ま
た
、空
気
の
乾
燥
や
少
雨
、

季
節
風
な
ど
の
気
象
条
件
が
重
な

り
、
林
野
火
災
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

全
国
で
平
成
23
年
１
〜
６
月
に

発
生
し
た
林
野
火
災
の
出
火
原
因

は
、「
た
き
火
」
が
約
３
割
と
最
も

多
く
、
続
い
て
「
火
入
れ
」「
た
ば

こ
」
の
順
で
、
火
気
の
取
り
扱
い

の
不
注
意
や
不
始
末
に
よ
る
も
の

が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

林
野
火
災
は
、
い
っ
た
ん
発
生

す
る
と
、
鎮
火
ま
で
に
数
日
間
を

要
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。　

　

山
林
が
燃
え
る
の
は
一
瞬
で
す

が
、元
の
状
態
に
戻
る
ま
で
に
は
、

長
い
年
月
と
多
く
の
労
力
・
費
用

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

暖
か
く
な
る
に
つ
れ
、
山
に
入

ごみ減量速報

地域 23年 12 月～ 24 年 2月 22 年 12 月～ 23 年 2月 達成度
牛窓 698 703 ○

邑久 820 797 ×

長船 616 599 ×

　

４
月
６
日（
金
）か
ら
15
日（
日
）

ま
で
の
10
日
間
に
わ
た
っ
て
、
春

の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
県
下
一

斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
春
の
交
通
安
全
県
民

運
動
瀬
戸
内
市
出
発
式
を
開
催
し

ま
す
。「
美
和
っ
子
太
鼓
」
の
演

奏
や
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
に
ち
な
ん

だ
ド
ー
ナ
ツ
の
無
料
配
布
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

４
月
６
日
（
金
）
午
後

　

１
時
30
分
〜
午
後
２
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
駐
車
場

※
雨
天
の
場
合
は
ゆ
め
ト
ピ
ア
長

　

船
で
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
安
全
推
進
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

 

注
意
し
ま
し
ょ
う

 

林
野
火
災

　

例
年
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
、

※数値は、１人１日あたりのごみ排出量の３
　カ月平均値です。
※達成度は、減量率 5％以上を◎、０～ 5％　
     を○、減量できなかった場合を×で表して  
     います。

単位：グラム

　

狂
犬
病
は
、
ヒ
ト
と
動
物
の
共

通
感
染
症
で
す
。
ヒ
ト
は
、
感
染

し
た
犬
な
ど
の
動
物
に
か
ま
れ
る

こ
と
に
よ
り
感
染
し
、
発
症
す
る

と
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
確
率
で
死
に

至
り
ま
す
。

　

狂
犬
病
は
、
世
界
の
多
く
の
地

域
で
発
生
し
て
お
り
、
人
や
動
物

の
移
動
が
活
発
化
し
て
い
る
現
代

で
は
、
狂
犬
病
が
国
内
で
発
生
す

る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、
生
後
91
日
以
上

の
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
に
対
し
、

犬
の
登
録
と
、
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
、
交
付
さ
れ
た
鑑
札
や

注
射
済
票
を
犬
に
着
け
る
こ
と
な

ど
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
注

射
済
票
の
形
状
を
変
更
し
、
小
型

犬
に
も
着
け
や
す
い
よ
う
に
、
大

き
さ
を
小
さ
く
し
て
い
ま
す
。

　

市
と
岡
山
県
獣
医
師
会
で
は
、

４
〜
５
月
に
下
表
の
日
程
で
集
合

注
射
を
行
い
ま
す
。
集
合
注
射
で

は
、
注
射
と
登
録
を
同
時
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
料
金
（
１
頭
に
つ
き
）

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
は

飼
い
主
の
義
務
で
す

　

・
注
射
料
金
お
よ
び
注
射
済
票
交

　

付
手
数
料
（
毎
年
１
回
）　　

　

２
、８
０
０
円

　

・
登
録
手
数
料
（
一
生
に
一
度
）

　

３
、０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。
貴
重

な
山
林
を
守
る
た
め
に
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
、
林
野
火
災
の
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
林
野
火
災
予
防
の
注
意
点
】

①
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
場
所
で
は

　
「
た
き
火
」
を
し
な
い
。

②
た
き
火
な
ど
、
火
気
を
使
用
す

　

る
場
合
に
は
そ
の
場
を
離
れ
な

　

い
。
ま
た
、
火
気
を
使
用
し
た

　

後
は
完
全
に
消
火
す
る
。

③
強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、

　

た
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
。

④
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
消
火

　

し
、
投
げ
捨
て
を
し
な
い
。

⑤
火
遊
び
を
し
な
い
。

　

市
で
は
、
山
林
に
看
板
を
設
置

す
る
な
ど
し
て
、
注
意
を
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課

交
通
ル
ー
ル
守
っ
て
広
げ
る
無
事
故
の
輪

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

安安
全
安
心心
情情
報

街頭啓発活動に出発します

狂犬病予防注射日程
長船

時間 場所
４月７日（土）

9：00 ～ 9：20 福岡ふれあいプラザ
9：30 ～ 9：40 福岡集会所
9：50 ～ 10：00 旧農協行幸支所
10：10 ～ 10：20 八日市公会堂
10：30 ～ 10：40 長船公会堂
10：50 ～ 11：00 丸山加工施設
11：10 ～ 11：20 富岡ふれあいプラザ

４月８日（日）
9：00 ～ 9：25 長船町公民館
9：35 ～ 10：00 旧農協磯上支所
10：10 ～ 10：25 長船東保育園
10：35 ～ 10：50 西須恵コミュニティハウス
11：00 ～ 11：15 美和小学校前
11：30 ～ 11：45 市役所長船支所

５月 13 日（日）
9：00 ～ 9：15 長船町公民館
9：25 ～ 9：35 旧農協磯上支所
9：45 ～ 9：55 美和診療所
10：10 ～ 10：20 福岡ふれあいプラザ
10：30 ～ 10：40 旧農協行幸支所
10：50 ～ 11：00 長船ふれあいプラザ
11：10 ～ 11：20 市役所長船支所

牛窓
時間 場所

４月 21 日（土）
9：00 ～ 9：10 旧西脇クラブ
9：20 ～ 9：30 子父雁魚市場
9：40 ～ 9：50 千手コミュニティ
10：00 ～ 10：10 旧平山クラブ
10：20 ～ 10：30 牛窓町公民館鹿忍分館
10：45 ～ 11：00 奥浦浜集会所
11：10 ～ 11：20 粟利郷出荷場
11：30 ～ 11：40 牛窓町公民館長浜分館
11：50 ～ 12：00 師楽農業倉庫

４月 22 日（日）
9：30 ～ 9：40 美術館駐車場（旧牛窓図書館）
9：50 ～ 10：00 旧綾浦クラブ
10：10 ～ 10：20 牛窓町公民館牛窓分館
10：55 ～ 11：20 新御堂港 ( 前島 )

５月 27 日（日）
9：00 ～ 9：15 牛窓町公民館牛窓分館
9：25 ～ 9：45 牛窓町公民館鹿忍分館
9：55 ～ 10：10 牛窓町公民館長浜分館

邑久
時間 場所

４月 14 日（土）
9：00 ～ 9：10 大土井公会堂
9：20 ～ 9：30 庄田公会堂
9：40 ～ 9：55 鍛治谷集荷場
10：05 ～ 10：15 裳掛コミュニティセンター
10：25 ～ 10：35 あけぼの会館東側
10：45 ～ 10：55 瀬溝光明園渡場跡
11：05 ～ 11：15 長島愛生園
11：35 ～ 11：45 敷井クラブ
11：55 ～ 12：05 玉津コミュニティセンター
12：15 ～ 12：25 本庄コミュニティセンター
12：30 ～ 12：40 上山田公会堂

　４月 15 日（日）
9：00 ～ 9：15 福山公会堂（台）跡
9：25 ～ 9：40 今城コミュニティセンター
9：50 ～ 10：05 北島城南公会堂
10：15 ～ 10：30 旧 JA 豊原支所
10：40 ～ 10：50 大窪公会堂
11：00 ～ 11：15 旧 JA 福田支所
11：25 ～ 11：35 福田地域コミュニティセンター（福中）
11：45 ～ 12：00 豆田南公会堂
12：10 ～ 12：20 旧 JA 笠加支所
12：30 ～ 12：40 北池公会堂
12：55 ～ 13：10 真徳農業倉庫跡
13：20 ～ 13：30 市役所

　５月 20 日（日）
9：00 ～ 9：10 本庄コミュニティセンター
9：20 ～ 9：30 玉津コミュニティセンター
9：45 ～ 10：00 裳掛コミュニティセンター
10：20 ～ 10：30 旧 JA 豊原支所
10：40 ～ 10：50 今城コミュニティセンター
11：00 ～ 11：10 旧 JA 福田支所
11：20 ～ 11：30 旧 JA 笠加支所
11：40 ～ 11：50 市役所

※福田コミュニティセンター・今城小前倉庫では実施
　しません。
※都合の悪い場合は、必ず動物病院で注射を受けさせ、  
　交付される注射済証を持参し、生活環境課で注射済
　票の交付を受けてください。
※注射会場は混雑が予想されますので、なるべくつり
　銭のいらないようご協力をお願いします。

小さくなった狂犬病予防注射済票

　20㍗防犯灯の球切れや自動点滅器が故障した場合には、市が電
球や自動点滅器の交換を行っています。
　球切れ、故障などの連絡には、防犯灯ホットライン（フリーダ
イヤル）をご利用ください。
　なお、交換作業に、１週間程度かかる場合があります。

▽防犯灯ホットライン　☎０１２０-１
ぼうはん

８ -４
しきゅうつうほう

９２４

▽受付時間　午前８時30分～午後５時（土・日曜日、祝日、年末
　年始を除く）

▽連絡する内容
①防犯灯番号札の番号（例：A0006など）
※番号札がない場合、中国電力の電柱番号
（例：オサフネヒガシ幹１左１など）
②設置場所または目標物
③連絡者の氏名および連絡先
■問い合わせ先
　地域安全推進室
　☎０８６９-２２ -３９０４

防犯灯ホットラインをご利用ください

防犯灯番号札

看板を設置し、注意を呼び掛け

３cm

２cm

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



　

わ
が
国
に
お
い
て
、
が
ん
は
昭

和
56
年
か
ら
死
亡
原
因
の
第
１
位

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
は
全
国

で
年
間
30
万
人
を
超
え
、
３
人
に

１
人
が
「
が
ん
」
が
原
因
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

が
ん
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に

　

が
ん
は
早
期
に
発
見
す
る
こ
と

で
、
そ
の
治
療
は
軽
い
も
の
で
済

み
、
完
治
す
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。

　

胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
乳
が
ん
、

子
宮
頸
が
ん
、
大
腸
が
ん
な
ど
の

が
ん
は
、
検
診
を
受
け
る
こ
と
で

早
期
に
発
見
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
検
診
で
は
、
が
ん
に
な

る
前
の
状
態
（
前
が
ん
病
変
）
が

発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
前
が
ん
病
変
は
、
適

切
な
治
療
を
行
う
こ
と
で
、
が
ん

　

市
で
は
、
毎
月
、
健
康
づ
く
り

に
役
立
つ
講
話
を
聞
き
、
調
理
実

習
を
行
う
栄
養
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

講
話
は
、
食
事
だ
け
で
な
く
、

運
動
や
休
養
な
ど
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家
を
講
師

に
招
い
て
行
い
、
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
の
総
合
的
な
知
識
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

レタスは火を入れることで量
が減り、たくさん食べられま
す。肉納豆は温かいご飯にの
せたり、パンにチーズと一緒
にのせて焼くなど、色々な料
理に利用できます。

朝倉美智子さん（瀬戸内べじたぶる）です

レタスは生で食べることが多いですが、スープや
チャーハンに入れても美味しいです。
傷みやすいので、１枚ずつはがして使いましょう。
芯を少し切り落とし、切り口に小麦粉を塗ってペー
パータオルで包み、ナイロン袋に入れて野菜室で保
存すると長持ちします。

◆材料（４人分）
●レタス（１玉）
●塩（ひとつまみ）
●ネギ（70g）
●キャベツ（１枚）
●納豆※（２パック）
●ショウガ（２～３枚）
●しょうゆ（少々）
Ａ
●納豆のたれ（２袋）
●砂糖（ひとつまみ）

●ごま油（大さじ１）
●合いびき肉（100g）
●ニンジン（60g）
●エノキ（100g）
●ニンニク（１かけ）
●かつおパック（２パック）
●サラダ油（小さじ１）

●みそ（30g）
●トウバンジャン※　適量

検
診
を
、
ま
と
め
て
半
日
で
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
「
国
保
総
合
健

診
」「
が
ん
総
合
検
診
」
を
行
い

ま
す
。
い
ず
れ
の
検
診
も
日
曜
日

に
実
施
し
ま
す
の
で
、
平
日
の
受

診
が
難
し
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
受
付
は
先
着
順
で
、
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
中
に
、
特
定
の
年

齢
・
性
別
の
人
に
、
乳
が
ん
・
子

宮
頸
が
ん
・
大
腸
が
ん
の
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
検
診
を
受
診
す
る
際
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

検
診
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容

は
、
本
紙
に
折
り
込
み
の
「
健
康

づ
く
り
ガ
イ
ド
」
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
づ
く
り
推
進
課

◆作り方
①レタスは食べやすい大きさに手でちぎり、ごま油
　でさっと炒め、塩をふる。
②ネギは小口切り、ニンジンは千切り、キャベツは
　さっとゆでてみじん切り、エノキは１㎝に切る。
　ニンニクとショウガはみじん切りにする。
③フライパンにサラダ油とニンニク、ショウガを入
　れて火にかける。香りが出たら合いびき肉を加え
　て炒める。色が変わったら、ネギ、ニンジン、キャ
　ベツ、エノキを加えて炒め、野菜がしんなりとし
　たらＡで味を付ける。しょうゆで香りを付けて火
　を止め、納豆とかつおを加え混ぜる。
④①を皿に盛り、③を上にのせる。

皮膚（角層）の水分量は一定
に保たれているのですが、加
齢により水分量が減り、皮膚
の乾燥がひどくなって、かゆ
みを伴う場合があります。皮
脂欠乏症と言われ、空気が乾
燥する秋から冬にかけて生じ
やすく、下肢の前面などがカ
サカサになり、亀のこうらのようにひび割れ、か
きむしると湿疹に進行します。日常生活では皮脂
を取り除き過ぎないように、ナイロンタオルなど
で強く洗い過ぎないように心掛けましょう。また、
保湿剤などで潤いを保つことも大切です。
（瀬戸内市民病院　皮膚科　山崎修）
■問い合わせ先　瀬戸内市民病院

加齢に伴う皮膚の乾燥・かゆみ

～ ～ ～ ～ ～ ～ 

がん検診受診から治療までの流れ

　

調
理
実
習
で
は
、
旬
の
食
材
を

使
用
し
、
季
節
感
を
楽
し
む
こ
と

の
で
き
る
料
理
を
作
り
ま
す
。

　

栄
養
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん

で
、
日
々
の
生
活
に
生
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

　
平
成
24
年
５
月
〜
平
成
25
年
２
月

　

毎
月
第
３
金
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
対
象
者

　

瀬
戸
内
市
に
在
住
で
、
全
10
回

の
教
室
全
て
に
参
加
で
き
る
人

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
有
り

化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

検
診
の
結
果
が
届
い
た
ら
、
す

ぐ
に
内
容
を
確
認
し
、「
精
密
検

査
が
必
要
」と
さ
れ
た
場
合
に
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
医
療
機
関
で
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

国
保
総
合
健
診
・
が
ん
総
合
検
診

　

市
で
は
、
胃
が
ん
、
肺
が
ん
、

乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
、
大
腸
が

ん
の
５
つ
の
が
ん
に
つ
い
て
、
検

診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

個
別
で
受
診
す
る
場
合
は
、
予
約

は
不
要
で
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
、
こ
れ
ら
の

健康づくり講話（上）　／　栄養バランスを学ぶ調理実習（下）

講話演題（予定）
　暮らしの中の食品衛生
　歯の健康
　ストレスとの付き合い方
　食品表示と食品安全
　気軽にできる運動
　生活習慣病予防について

※納豆は、小粒またはひきわりを使う。
※トウバンジャンは、ラー油でも良い。

▽
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　

１
回
に
つ
き
３
０
０

　

円
（
材
料
代
）

▽
申
込
期
限　
５
月
７
日
（
月
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
健
康
づ
く
り
推
進
課

  

栄
養
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

 

栄
養
教
室
を
開
催
し
ま
す

が
ん
検
診

異常

あり
精密検査

異常なし
または

良性の病変

次回の
検　診

が　ん 治　療

異常

なし

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



　

60
歳
以
上
の
人

▽
日
程　

毎
月
第
４
木
曜
日

▽
場
所　

長
船
町
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

　
各
公
民
館

 

免
疫
力
を
つ
け
よ
う

 

四
季
の
重
ね
煮
講
座

　

旬
の
野
菜
を
使
っ
た
「
重
ね

煮
」
を
学
ん
で
、
健
康
で
元
気
な

身
体
づ
く
り
に
役
立
て
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

中
央
公
民
館
と
長
船
町
公
民
館

で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
四
季
の

重
ね
煮
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
に
申
し
込
み
の
上
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

巻
の
八
十
七

　

錦
海
塩
田
跡
地
の
東
側
に
広
が

る
瀬
戸
内
海
に
、
お
椀
を
伏
せ

た
よ
う
な
小
さ
な
島
が
ぽ
つ
ん

と
一
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
島
を

「
鼠ね

ず
み
じ
ま島
」
と
い
い
ま
す
。

　
「
鼠
島
」
と
い
う
名
は
ネ
ズ
ミ

が
う
ず
く
ま
っ
た
形
を
し
て
い
る

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
確
か
な
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
こ
の
島
に
関
す
る
昔

話
を
紹
介
し
ま
す
。

鼠
島
の
小
さ
な
泉

　

そ
れ
は
、
漁
師
が
、
手
こ
ぎ
で

漁
を
し
て
い
た
頃
の
話
で
す
。
鼠

島
は
矢
竹
で
覆
わ
れ
、
頂
上
に
は

良
い
枝
ぶ
り
の
松
が
３
本
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
松
に
囲
ま
れ
る
よ
う

に
、
小
さ
な
泉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
泉
か
ら
は
、
不
思
議
な
こ

と
に
、水
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
い
て
、

雨
の
降
ら
な
い
日
が
ど
ん
な
に
続

い
て
も
、
干
上
が
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
漁
師

た
ち
は
、
船
に
積
ん
で
い
る
手
桶

の
水
が
切
れ
る
と
、
鼠
島
に
こ
ぎ

寄
せ
て
、
泉
の
水
を
汲
ん
で
い
ま

し
た
。

柄
杓
を
見
つ
け
た
漁
師

　

あ
る
日
、
村
の
漁
師
が
釣
り
に

出
る
と
、
魚
が
餌
を
待
っ
て
い
た

か
の
よ
う
に
次
々
に
釣
れ
ま
し

た
。
夢
中
で
魚
を
釣
っ
て
い
る
う

ち
に
、
漁
師
は
喉
が
渇
い
て
き
た

の
で
、
鼠
島
の
泉
に
行
き
、
腹
ば

い
に
な
っ
て
、
思
う
存
分
水
を
飲

み
ま
し
た
。

　

水
を
飲
ん
だ
後
、
漁
師
が
休
憩

し
て
い
る
と
、
泉
の
向
こ
う
に
真

新
し
い
柄ひ
し
ゃ
く杓
が
あ
る
の
を
見
つ
け

ま
し
た
。
漁
師
は
「
あ
れ
で
飲
め

ば
も
っ
と
う
ま
か
っ
た
だ
ろ
う

に
」
と
残
念
が
り
ま
し
た
。

　

柄
杓
が
ま
だ
新
し
か
っ
た
た

め
、
漁
師
は
何
か
の
役
に
立
つ
か

も
し
れ
な
い
と
思
い
、
船
に
持
ち

帰
り
、
元
の
釣
り
場
に
向
け
て
こ

ぎ
出
し
ま
し
た
。

漁
師
と
幽
霊

　

漁
師
が
釣
り
場
に
着
く
頃
に
な

る
と
、
に
わ
か
に
辺
り
が
暗
く
な

り
、
生
暖
か
い
風
が
吹
き
始
め
ま

し
た
。
そ
の
後
、
風
は
一
気
に
烈

風
と
な
っ
て
海
は
荒
れ
、
沖
合
か

ら
は
猛
烈
な
波
し
ぶ
き
が
吹
き
寄

せ
始
め
ま
し
た
。
漁
師
は
、
急
い

で
港
に
戻
ろ
う
と
し
ま
す
が
、
波

で
大
き
く
船
が
揺
れ
、
平
衡
を
保

つ
の
が
や
っ
と
の
状
況
で
し
た
。

　

や
が
て
、
雨
も
降
り
始
め
、
船

に
吹
き
付
け
て
き
ま
す
。
老
巧
な

漁
師
は
な
ん
と
か
船
を
進
め
ま
す

が
、
必
死
に
こ
い
で
も
、
な
か
な

か
陸
地
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
波
し
ぶ
き
と
豪
雨
の

た
め
に
、
船
に
水
が
た
ま
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
漁
師
は
、「
早
く

水
を
か
え
ね
ば
（
か
き
出
さ
な
け

れ
ば
）
沈
ん
で
し
ま
う
」
と
船
を

今月の月末図書整理日 （お休み） は、

　　4月 27 日（金）です。

■貸し出し ・ 問い合わせ先

　瀬戸内市立図書館　☎０８６９ - ２２ - ３７６１

　長船町公民館図書室　☎０８６９ - ２６ - ２５０１

　牛窓町公民館図書室　☎０８６９ - ３４ - ５６６３

　ＨＰ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/index.htm

BooKs

各
地
で
踊
ら
れ
、
国
や
地
域
に
よ

り
、
特
色
あ
る
振
り
付
け
や
衣
装

が
魅
力
的
で
す
。

　

そ
ん
な
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
に
触

れ
、実
際
に
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

事
前
に
申
し
込
み
の
上
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▽
講
師　

湯
谷
光
男
さ
ん

▽
日
時

　
４
月
４
日（
水
）、４
月
11
日（
水
）、

　
４
月
18
日
（
水
）、４
月
25
日
（
水
）

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時

　

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　

長
船
町
公
民
館

▽
参
加
費　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
長
船
町
公
民
館

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
遠
方
の

地
の
わ
た
し
た
ち
に
、
今
何
が
で
き
る
の
か
。
こ
の

本
に
登
場
す
る
「
ふ
つ
う
の
誰
か
さ
ん
」
は
、
わ
た

し
た
ち
自
身
で
も
あ
り
ま
す
。
で
き
る
こ
と
を
で
き

る
場
所
で
や
り
続
け
た
い
。
そ
う
思
え
る
本
で
す
。

で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
。

　
糸
井
重
里

　
ほ
ぼ
日
刊
イ
ト
イ
新
聞
…
著

　
新
潮
社

ちきゅう
　Ｇ・ブライアン・カラス　…作・絵
　庄司太一…訳　偕成社
わたしたちは毎日普通に暮らしながら、宇宙を旅
している。そんなふうに考えたら、どきどきしま
せんか。小さいお子さんはもちろん、これから新
生活を始めようとしている学生や社会人にもおす
すめです。

 

学
級
生
募
集

 

高
齢
者
学
級

　

公
民
館
で
は
、
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
講
座
を
開
講
し
て
い
ま

す
。
講
演
会
や
演
奏
会
、
移
動
教

室
（
研
修
旅
行
）
な
ど
、
多
彩
な

講
座
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
年
会
費
は
、

１
、８
０
０
円
で
す
。

　【
邑ゆ

う
ゆ
う悠
学
級
】

　

▽
対
象
者　

市
内
在
住
の
60
歳
以

　

上
の
人

▽
日
程　

毎
月
第
３
木
曜
日

▽
場
所　

中
央
公
民
館
（
邑
久
）

【
い
き
い
き
学
級
】

▽
対
象
者　

牛
窓
地
域
に
在
住
の

　

60
歳
以
上
の
人

▽
日
程　

毎
月
第
４
金
曜
日

　
（
４
月
は
お
休
み
で
す
）

▽
場
所　

牛
窓
町
公
民
館

【
ふ
れ
あ
い
学
級
】

▽
対
象
者　

長
船
地
域
に
在
住
の

▽
講
師　

小
山
津
希
枝
さ
ん

▽
日
程

【
中
央
公
民
館
（
邑
久
）】

　
４
月
12
日（
木
）、７
月
12
日（
木
）、

９
月
13
日
（
木
）、
12
月
13
日
（
木
）

【
長
船
町
公
民
館
】

　
５
月
10
日（
木
）、８
月
９
日（
木
）、

10
月
11
日
（
木
）、
１
月
10
日
（
木
）

▽
時
間

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

▽
参
加
費

　

・
年
間
登
録
料
（
３
０
０
円
）

　

・
材
料
費
（
３
、７
０
０
円
）

▽
持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、

　

三
角
巾
、
布
巾

※
各
会
場
と
も
４
回
全
て
参
加
で

　

き
る
人
が
対
象
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

　
中
央
公
民
館

 

楽
し
く
踊
ろ
う

 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
と
は
、
世
界

こ
ぐ
手
を
休
め
、
一
生
懸
命
に
水

を
か
き
出
し
ま
し
た
が
、
一
向
に

溜
ま
っ
た
水
は
減
り
ま
せ
ん
。

　

漁
師
が
、ふ
と
顔
を
上
げ
る
と
、

髪
を
振
り
乱
し
た
ず
ぶ
濡
れ
の
白

衣
の
女
が
、
白
い
手
に
小
さ
な
柄

杓
を
持
っ
て
船
に
海
水
を
汲
み
込

ん
で
い
ま
し
た
。
柄
杓
は
小
さ
い

の
に
、
水
は
ド
ド
ッ
、
ド
ド
ッ
と

入
っ
て
き
ま
す
。
漁
師
は
背
筋
が

ぞ
う
っ
と
し
て
、
震
え
が
止
ま

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。「
幽
霊
だ
。

こ
り
ゃ
助
か
ら
ぬ
」
と
思
っ
た
漁

師
は
、
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
、
再

び
船
を
こ
ぎ
ま
し
た
。

　

港
の
沖
を
漂
っ
て
い
る
船
が
発

見
さ
れ
、
漁
師
が
救
助
さ
れ
た
の

は
翌
日
の
早
朝
の
こ
と
で
し
た
。

意
識
が
回
復
す
る
ま
で
に
は
さ
ら

に
日
数
が
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
で
き
ご
と
が
あ
っ
て
以

来
、
村
の
人
々
は
、
鼠
島
の
泉
の

水
を
飲
ん
だ
次
の
日
に
は
、
お
礼

に
柄
杓
を
泉
の
側
に
供
え
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

参
考
文
献

『
牛
窓
春
秋
12
』
昭
和
58
年

牛
窓
春
秋
会

瀬戸内海に浮かぶ鼠島（写真中央）

各
地
で
踊
ら
れ
、
国
や
地
域
に
よ

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



　

講
師
は
、
教
職
員
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
「
沢
田
の
杖
塾
」
を
主
宰
し

て
い
る
岡
山
県
公
立
学
校
学
校
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
森
口
章
氏
で
す
。

▽
日
時（
初
回
）　

４
月
26
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ

　

ー
ス
マ
イ
ル
（
瀬
戸
内
市
邑
久

　

町
山
田
庄
８
８
０-

１
）

▽
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
で

　

８
回
全
て
を
受
講
で
き
る
人

▽
申
込
期
限　

４
月
19
日
（
木
）

▽
定
員　

30
人

▽
費
用　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０

 
建
設
業
で
働
く
人
の
た
め
に

 
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

　

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」
と

い
う
法
律
に
基
づ
き
、
建
設
現
場

で
働
く
人
の
福
祉
の
増
進
と
建
設

業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制

度
で
す
。

　

加
入
で
き
る
事
業
主
は
、
建
設

業
を
営
む
人
で
、
対
象
と
な
る
労

　

☎
０
８
２-

２
２
１-

９
２
４
１

※
原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
申
し
込
み
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
第
１
次
試
験

　

６
月
10
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
中
国
事
務
局

　

☎
０
８
２-

２
２
８-
１
１
８
３

 

受
講
し
ま
せ
ん
か

 

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ

イ
ル
で
は
、
相
手
の
話
に
耳
を
傾

け
心
で
聴
く
「
傾
聴
」
の
技
法
・

技
能
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

養
成
講
座
を
４
月
か
ら
７
月
ま
で

８
回
に
わ
た
っ
て
開
講
し
ま
す
。

明
会
」
も
開
催
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

４
月
１
日
（
日
）

　

〜
５
月
14
日
（
月
）

▽
募
集
対
象　

日
本
国
籍
を
持
つ

　

次
の
人

　

・
青
年
海
外
協
力
隊　

20
〜
39
歳

　

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　

40
〜
69
歳

▽
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
書
類

　

を
郵
送
で
提
出

▽
派
遣
期
間　

２
年
間

【
体
験
談
＆
説
明
会
】

▽
日
時

　

・
青
年
海
外
協
力
隊

　

４
月
８
日
（
日
）

　
午
後
４
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

　

４
月
18
日
（
水
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

　

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　

４
月
８
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　

４
月
18
日
（
水
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

▽
場
所　
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
岡
山
市
北
区
奉
還
町
２-

２-

１
）

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国

　

〒
７
３
９-

０
０
４
６

　

広
島
県
東
広
島
市
鏡
山
３-

３-

１

　

☎
０
８
２-

４
２
１-

６
３
０
５

くらしの情報

 

青
竹
ビ
ク
ス
・
マ
ッ
ト
ス
ト
レ
ッ
チ

 

骨
骨
健
康
貯
筋
ク
ラ
ス

　

瀬
戸
内
市
体
育
協
会
で
は
、
月

２
回
、
水
曜
日
に
骨コ
ツ

骨コ
ツ

健け
ん

康こ
う

貯ち
ょ

筋き
ん

ク
ラ
ス
を
開
講
し
ま
す
。

　

４
〜
６
月
は
、
青
竹
ビ
ク
ス
と

マ
ッ
ト
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
楽
し
く
体
を
動
か

し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

４
月
11
日
、４
月
25
日
、

　
５
月
９
日
、
５
月
23
日
、

　

６
月
13
日
、
６
月
27
日

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
午

　

前
11
時

▽
場
所　
邑
久
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
費　

年
会
費
３
、０
０
０
円

　

ま
た
は
１
回
３
０
０
円

※
年
間
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い

　

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
体
育
協
会

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
２
１
１

 

就
職
が
困
難
な
障
害
者
の
人
へ

 

「
み
ど
り
の
島
」
で
働
き
ま
せ
ん
か

　

N
P
O
牛
窓
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
就
労
継
続
支
援
Ａ

働
者
は
、
建
設
業
の
現
場
で
働

く
人
で
す
。
掛
け
金
は
、
日
額

３
１
０
円
で
す
。

　

制
度
の
内
容
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
、
建
退
共
岡
山
県
支
部
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
退
共
岡
山
県
支
部
（
岡
山
建

　

設
会
館
内
）

　

☎
０
８
６- 

２
２
５- 

４
１
３
３

 

募
集
し
ま
す

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

開
発
途
上
国
で
自
分
の
持
っ
て

い
る
知
識
や
技
術
を
生
か
し
て
、

人
づ
く
り
、
国
づ
く
り
に
協
力
し

て
み
ま
せ
ん
か
。「
体
験
談
＆
説

 

採
用
試
験
を
行
い
ま
す

 

労
働
基
準
監
督
官　

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
24
年

度
労
働
基
準
監
督
官
の
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▽
受
験
資
格

①
昭
和
57
年
４
月
２
日
〜
平
成
３

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に

　

生
ま
れ
た
人
で
大
学
を
卒
業
し

　

た
人
お
よ
び
平
成
25
年
３
月
ま

　

で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

　

の
人
な
ど

▽
受
付
期
間
・
申
込
先

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】

　

４
月
２
日
（
月
）
午
前
９
時
〜

12
日
（
木
）﹇
受
信
有
効
﹈

　

HPhttp://www.jinji-shiken.go.jp
        /juken.htm

l

【
郵
送
ま
た
は
持
参
】

　

４
月
２
日
（
月
）
〜
３
日
（
火
）

　

広
島
労
働
局

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
力
を
身
に
つ
け
る

 

閑
谷
子
ど
も
塾

　

岡
山
県
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー

閑
谷
学
校
で
は
、
１
年
間
を
通
じ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
が
で

き
る
閑
谷
子
ど
も
塾
を
開
催
し
ま

す
。
ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
の
活

動
を
通
し
て
、
ど
ん
な
こ
と
に
で

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
力
を
身
に

つ
け
ま
せ
ん
か
。

　

詳
細
は
閑
谷
学
校
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
程　
５
月
26
日
（
土
）
〜
12

　
月
15
日
（
土
）

※
年
間
６
回
行
い
ま
す
。
６
月
と

　

10
月
は
宿
泊
活
動
で
す
。　

▽
場
所　

岡
山
県
青
少
年
教
育
セ

　

ン
タ
ー
閑
谷
学
校

▽
対
象
者　

小
学
校
４
〜
６
年
生

型
事
業
所
「
み
ど
り
の
島
」
で
、

働
く
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
採
用
人
数　

若
干
名

▽
採
用
年
月
日　

随
時

▽
応
募
資
格　

障
害
者
自
立
支
援

　

法
に
基
づ
き
、
市
が
発
行
す
る

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証

　

を
取
得
で
き
る
人

▽
時
給　

６
８
５
円
〜

▽
勤
務
場
所　

み
ど
り
の
島

　
（
牛
窓
町
牛
窓
５
７
０
０-

１
）

▽
勤
務
内
容　

　

宿
泊
業
・
農
業
手
伝
い

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

N
P
O
牛
窓
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

則
次
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
５
７
５

10 月はサバイバル体験の予定

　
（
６
回
全
て
に
参
加
で
き
る
人
）

▽
定
員　

20
人
（
応
募
者
多
数
の

　

場
合
は
抽
選
）

▽
参
加
費　

１
日
１
、０
０
０
円

　
（
食
事
代
込
み
）

▽
申
込
期
限　
５
月
11
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー

　

閑
谷
学
校

　

☎
０
８
６
９-

６
７-

１
４
２
７

　

HPhttp://shizutani.jp/

 

市
民
大
学
講
座
で
学
び
ま
せ
ん
か

 

せ
と
う
ち
村
塾

　

せ
と
う
ち
村
塾
の
市
民
大
学
講

座
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

岡
山
大
学
自
然
科
学
研
究
科

の
水
野
聖
子
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
っ
て
ど
ん
な

鳥
？
」
と
題
し
て
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
の
生
態
つ
い
て
講
義
を
行
い
ま

す
。
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　

４
月
８
日
（
日
）　

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
参
加
費　
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

せ
と
う
ち
村
塾　

今
吉
さ
ん

　

☎
０
８
０-

３
８
８
８-

８
５
０
２

人権を守りましょう

　日本国憲法第14条では「すべての国民
は、法の下に平等であって、人種、信条、
性別、社会的身分又は門地により、政治的、
経済的、社会的関係において、差別され
ない」と規定され、法の下の平等を保障
しています。
　互いを尊重し合い、人権問題の解決に
向けて主体的に取り組み、すべての人々
が尊重される社会を築きましょう。
【身元調査などは拒否】
　婚姻は両性の合意のみに基づいて行わ
れるべきものです。また、就職は本人の
能力・適性によって採否が決定されるべ
きものです。差別につながる身元調査な
どを行わないとともに応じないようにし
ましょう。
【えせ同和行為を排除】
　同和問題を口実にして、高額な書籍な
どの購入強要や不当な金銭要求などを行
う「えせ同和行為」の被害が後を絶ちま
せん。きっぱりと断りましょう。
【差別書き込みを根絶】
　インターネットで発信された情報で、
誰かが傷つく場合があることを考え、差
別書き込みを根絶していきましょう。
■問い合わせ先
　人権啓発室
　☎０８６９－２２－３９２２

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5カ月児） 4 月 17 日（火） 平成23年 11月生

乳児健診
（9・10 カ月児） 4 月 18 日（水） 平成23年    7 月生

1 歳６カ月児健診 4 月 11 日（水） 平成22 年    9 月生
2 歳児健診 4 月 12 日（木） 平成21年 12月生

3 歳児健診 4 月 25 日（水） 平成20年 10月生

子どもの健診

人の動き《平成 24年 3月 1日現在》
人口 ３９，１８５人 （－１４）
男 １８，７２１人  （＋    ５）
女 ２０，４６４人 （－１９）
世帯 　１４，７６４世帯 （＋１２）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分

      　　2012　April
4 くらしの情報

①行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
②心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２
④住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
⑤育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑩身体・知的障害専門相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
⑪思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
⑫わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３
※①～⑫の相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：消費生活相談員、生活環境課職員（予約不要・
　市役所開庁日に相談受付）】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９
○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

各種相談
1 2 3

⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

4
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

5   
⑫わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

6 7
⑪思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル
体協　剣道教室
　9：00 ～
　邑久 B&G海洋センター

8
体協　春季軟式野球大会
１日目　9：00 ～
　邑久・長船スポーツ公園
体協　歩こう会　
　酒津公園コース
　8：29 邑久駅発赤穂線

9  
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

10
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

11
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

12 13  
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

14
⑪思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

15
体協　春季軟式野球大会
２日目　9：00 ～
　邑久・長船スポーツ公園
体協　ミックスダブルステニス大会
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園

16 17
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

18
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

19
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所

20
④住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

21
⑪思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル
体協　春季ペタンク大会
　8：30 ～（受付）
　邑久スポーツ公園グラウ
ンド駐車場

22
体協　春季ソフトバレー
ボール大会
　9：00 ～　牛窓体育館

23
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

24
⑤育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

25 
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

26  
⑨乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
⑫わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

27
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

28

29  昭和の日
体協　春季ソフトボール大会
　8：30 ～
　邑久・長船スポーツ公園

30 振替休日 5/1 5/2
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

5/3  憲法記念日 5/4  みどりの日 5/5  こどもの日

生活習慣病教室

▽日時　４月 17 日（火）　午前 11 時～

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「貴方も禁煙しませんか！」

▽講師　白石高昌氏（瀬戸内市民病院　内科医）

▽定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）
■問い合わせ・予約先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

あじさい講座

▽日時　４月 21 日（土）　午前 10 時～午前 11 時 30 分

▽場所　あじさいのおか牛窓（牛窓町長浜 1745 -1）

▽テーマ　「あなたは大丈夫？生活習慣を見直そう！」

▽講師　津島公氏（津島医院）　

▽参加費　無料（事前連絡は不要）
■問い合わせ先
　在宅介護支援センターあじさい　☎０８６９-３４ - ６３６６

法律相談

　法律的な問題について弁護士と相談ができます。相談を希望
する人は、事前にご予約ください。予約開始日は４月２日（月）
からで、定員は８人で締め切りとなります。

▽日時　５月 10 日（木）午前 10 時～午後３時

▽場所　瀬戸内市役所

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２

相続遺言・登記・成年後見等相談

▽日時　５月 12 日（土）午後１～４時

▽場所　中央公民館

▽相談料　無料（予約不要）
■問い合わせ先
　岡山県司法書士会　おかやま総合相談センター
　☎０８６-２２６- ０４７０

ポリオ予防接種

▽ワクチンの種類　経口生ポリオワクチン

▽期間　４～５月

▽実施医療機関　津島医院、竹内医院、あいの光医院・牛窓、
　もろおかクリニック、水野医院、まつした医院、長谷井内科
　医院、その他県内相互乗り入れ予防接種協力医療機関（事前
　に接種が可能かお問い合わせください。）

▽対象年齢　生後３カ月～ 90 カ月

▽接種方法　41 日以上あけて２回経口投与

▽料金　無料

▽持ち物　母子健康手帳
※発熱や下痢をしているとワクチンの効果が弱まります。
※予診票は医療機関窓口にあります。
■問い合わせ先
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

月納期の市税・保険料
固定資産税【１期】（全期前納）　
国民健康保険税【１期】　介護保険料【１期】
※納付期限は５月１日（火）です。
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

ポリオの予防には、ポリオワクチンの接種が必要です。
生ポリオワクチンには、ごくまれにですが、接種の後、
手足などに麻痺を起こす場合があることが知られてい
ます。現在、複数の企業によって不活化ポリオワクチ
ンの開発が進められていますが、その導入までポリオ
ワクチンの接種を待つことは、お勧めできません。

ポリオワクチンについて

 　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/
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投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、
続柄：２人まで）からのひとこと
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
で政策調整課へ送付してください。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　政策調整課
　☎０８６９- ２２ - １１１３
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp
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わが家の宝１歳です！

▼
広
報
せ
と
う
ち
の
担
当
に
な
り
、
は

や
一
年
。
光
陰
矢
の
ご
と
し
と
言
い
ま

す
が
、月
日
が
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

出
会
い
と
別
れ
の
春
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
▼
先
日
か
ら
く
し
ゃ
み
・
鼻
水
が

止
ま
ら
ず
、
ず
っ
と
鼻
と
目
が
む
ず
痒

い
。
と
う
と
う
花
粉
症
と
出
会
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す
。（
泣
）　　
　

ナ
ガ

▼
家
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
を
導
入
し
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン

な
ど
が
持
ち
運
び
や
す
い
こ
と
に
感
動

し
、
対
応
機
器
を
全
て
接
続
。
▼
つ
い

こ
の
間
ま
で
「
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
っ
て
な
ん

の
こ
と
？
」
な
ど
と
言
っ
て
い
た
こ
と

も
忘
れ
、
快
適
な
ネ
ッ
ト
ラ
イ
フ
を
楽

し
む
毎
日
で
す
。　
　
　
　
　

よ
し
こ

瀬戸内写真館

題名　わが家の梅の花
撮影場所　邑久町尾張
撮影日時　平成 24 年３月 12 日（月）
撮影者　ＯＫＵＬＥＡ30 号さん

谷口谷口朱朱
あ か りあ か り

莉莉ちゃんちゃん
お住まいお住まい　邑久町　邑久町山田庄
ひとこと ひとこと いつも笑顔の可愛いつも笑顔の可愛
い朱莉い朱莉┃みんな朱莉が大好き┃みんな朱莉が大好き
だよ┃これからもいつも笑顔だよ┃これからもいつも笑顔
で可愛い朱莉でいてね┃朱莉で可愛い朱莉でいてね┃朱莉
の成長がとても楽しみの成長がとても楽しみ！！！！

（父 恭平さん・母 裕江さん）

Akari
平成23年 1月 7日生まれ

Kaho
 平成23年 2月 3日生まれ

浦山浦山栞栞
か ほか ほ

歩歩ちゃんちゃん
お住まいお住まい　長船町　長船町服部
ひとこと　ひとこと　1 歳おめでとう！1 歳おめでとう！
これからもヨロシク (*^ ー゜ )これからもヨロシク (*^ ー゜ )
（父 泰弘さん・母 真奈さん）（父 泰弘さん・母 真奈さん）

山田山田彩彩
い ろ はい ろ は

羽羽ちゃんちゃん
お住まいお住まい　長船町　長船町服部
ひとこと　ひとこと　いつも彩羽の笑顔やいつも彩羽の笑顔や
しぐさに癒やされています。しぐさに癒やされています。
ありがとう彩羽。ありがとう彩羽。
（父 努さん・母 真由美さん）（父 努さん・母 真由美さん）

Iroha
 平成 23年 1月 20日生まれ

市民ギャラリー
▼山本敏子さん
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は
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地
域
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図
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す
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平
成
23
年
度
は
、
青
少
年
の
健

全
育
成
の
標
語
の
募
集
と
そ
れ
に

伴
う
地
域
３
カ
所
の
看
板
の
書
き

換
え
と
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
２
月
10
日
に
裳
掛

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
約

40
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
岡
山

県
大
会
で
優
勝
し
、
全
国
大
会
に

出
場
し
た
裳
掛
小
学
校
６
年
生
６

人
と
そ
の
指
導
者
２
人
、
邑
久
中

学
校
剣
道
部
で
中
国
大
会
に
出
場

し
た
同
中
学
校
３
年
生
２
人
、
地

域
の
祭
り
を
守
り
続
け
て
い
る
上

  トピックス  トピックス

町
自
治
会
の
、
計
10
人
・
１
団
体

を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
全
体
で
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化

を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
本
会
の
活
動
に
ご
支
援

な
ら
び
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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  けいじばん  けいじばん

　夢二フォークダンスサークルでは、フォークダンス初心者講習会を開
催します。邑久高等学校吹奏楽部や有志バンドによる演奏に合わせて踊
ります。参加費は無料です。お誘い合わせの上、ご参加ください。

▽日時　４月１日（日）　午前 10 時 30 分～午後０時 30 分
※関連記念式典中に開催します。

▽場所　邑久高等学校体育館

▽持参するもの　体育館シューズ
■問い合わせ先
　夢二フォークダンスサークル
　梶谷さん
　☎０９０-８７１９- ５４１８

フォークダンス初心者講習会
生演奏に合わせて踊りませんか

ダダ 初初

援おん

夢二フォー

フォー
生演奏

▲久本晃子さん
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